
自転車指導のコース設置目安 
 

屋内･屋外 共通事項 
・ コースは大きいほど走行しやすいので、なるべく大きく作ります。配置等は下の注意事項等を参照してください。 

・ 受講者が道路や障害物の見立てを理解できるよう、走行前にコースと各地点について説明してください。 

屋内（体育館等） 

・ コースの大きさは体育館全面を推奨します。コースの外周は体育館の壁を利用します。コースのその他の部分は、コーンの上部にスズ

ランテープを巻き付けて仕切ります。 

・ スタートの線、一時停止・踏切の停止線、踏切部分の表示は色ガムテープやビニルテープ等を床に貼り表示します。 

屋外（グラウンド等） ・ コースの大きさは 200ｍトラックの内側全体程度を推奨します。コースの線及び停止線等は、地面に白線を引いて表示します。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25ｍ以上 

15ｍ 

以上 

・ 一時停止は見通しを

悪くするため、卓球

台、黒板等を障害物と

して設置します。 

・ 止まれの標識を停止

線左端に設置します。 

・ 停止線は、交差点や踏

切から約 1ｍ手前に

白色で表示します。 

・ 線の長さは通路幅の

半分です。幅 15cm程

度が見やすい幅です。 

・ 待機場所からスター

トへ移動するので、こ

の部分はふさがない

でください。 

 

・ 踏切の位置は曲がり角に

近すぎないように設置し

てください。 

・ 踏切の標識を停止線左端

に設置します。 

 

・ 通路部分は、幅 2.5ｍ以上

確保します。 

・ 対面通行する場合は、幅

3.5ｍ以上あると通行しや

すいです。 

・  

・ 4ｍ以上を推奨し

ますが、通路部分

の幅の確保が優先

です。 

 

・ 18ｍ以上を推

奨しますが、通

路部分の幅の確

保が優先です。 

 

・ 路上の障害物はボールか

ご、とび箱、ハードル等を

設置します。 

・ 対面通行しにくくならな

いよう注意してください。 

 

・ 道路を大回りする箇所は、

斜め通行防止用にコーン

を設置するとよいです。

（指導係を配置する場合

は不要です） 

※図に示したサイズは最低値です 



 
 

コース作成実例 
  

 障害物の例 

 一時停止の例 
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